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○会長のご挨拶 

○県人会総会だより       

○大阪事務所お知らせ 

○関西石川県人会連合会 組織 関西石川県人会連合会 

会長 澤井 幸造 

（平成２５年６月就任） 

 

大阪市石川県人会設立総会 

平成２８年３月２３日 

 

 



谷本知事 祝辞 

井上顧問による乾杯 

会
長
の
ご
挨
拶 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会 

 
 

会
長 

澤
井 

幸
造 

今
年
も
総
会
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

一
億
総
活
躍
社
会
が
叫
ば
れ
る
中
、
会

員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
関
西
石
川
県
人
会
の
活
動
に
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い

る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
達
の
ふ
る
さ
と
石
川
で
は
、

昨
年
の
三
月
十
四
日
に
北
陸
新
幹
線
の
東

京
・
金
沢
間
が
開
業
し
、
は
や
一
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
新
幹

線
利
用
者
数
は
一
千
万
人
を
達
成
し
、

我
々
の
誰
も
が
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
の
想
定
を

も
超
え
る
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
お
客

様
の
八
割
以
上
か
ら
「
満
足
」
と
の
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
敦
賀
ま
で
の
工
期
短
縮
、

さ
ら
に
は
大
阪
ま
で
の
フ
ル
規
格
に
よ
る

全
線
整
備
に
期
待
し
ま
す
と
と
も
に
関
西

石
川
県
人
会
連
合
会
と
し
て
も
で
き
る
限

り
、
協
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、
地
方
創
生
策
の
一
環
で
東
京
国

立
近
代
美
術
工
芸
館
の
金
沢
移
転
に
つ
い

て
も
話
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
進
展
に
注
目
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
三
月
二
十
三
日
に
は
都
島

区
の
「
太
閤
園
」
に
て
大
阪
市
石
川
県
人

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
さ
ん
に
は
、
当
連
合
会
副
会
長
で

日
本
タ
ク
シ
ー
会
長
の
坂
本
克
己
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
四
月
十
七
日
に
は
新
大
阪
の
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
北
大
阪
石
川
県
人

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
さ
ん
に
は

元
吹
田
市
議
会
議
長
の
元
田
昌
行
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
二
つ
の
県
人
会
の
設
立
に
よ
り
大

阪
府
全
域
に
石
川
県
人
会
が
で
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

設
立
に
至
る
経
緯
に
お
き
ま
し
て
、
大

裕
鋼
業
会
長
の
井
上
作
雄
さ
ん
を
は
じ
め
、

関
係
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
お
礼

の
辞
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
は
九
月
二
十
五
日
に
全
国
石
川
県

人
会
の
金
沢
大
会
が
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
連
合
会
か
ら
は
百
名
の

団
体
で
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

今
後
と
も
関
西
石
川
県
人
会
が
一
致
・

協
力
し
、
関
西
の
心
意
気
を
地
元
石
川
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

大
阪
市
石
川
県
人
会

が
設
立 

 

「二
百
八
十
人
参
加
し
盛
大
に
開
催
」 

 

去
る
三
月
二
十
三
日
、
大
阪
市
都
島
区

の
「
太
閤
園
」
に
お
い
て
、
二
百
八
十
名

が
参
加
し
、
盛
大
に
設
立
総
会
並
び
に
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
発
起
人
代
表
の
坂
本
日
本
タ

ク
シ
ー
会
長
か
ら
、
設
立
に
い
た
る
経
緯

が
説
明
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
に
か
け
る
熱
い

思
い
が
伝
え
ら
れ
、
今
後
、
ふ
る
さ
と
と

大
阪
が
一
日
も
早
く
新
幹
線
で
結
ば
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
の
谷
本
石
川
県
知
事
か
ら

は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
か
ら
一
年
が
経

過
す
る
が
、
当
初
の
想
定
を
上
回
る
三
倍

の
お
客
様
に
来
て
頂
い
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
工
場
や

支
店
が
立
地

す
る
「
逆
ス

ト

ロ

ー

現

象
」
が
起
き

て
い
る
こ
と

や
大
阪
ま
で

の
延
伸
に
向

け
三
つ
の
案

が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
、

一
日
も
早
い

大
阪
ま
で
の
フ
ル
規
格
で
の
全
線
開
通
に

支
援
・
協
力
を
求
め
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 ま

た
、
懇
親
会
で
は
「
七
尾
ま
だ
ら
保

存
会
」
に
よ
る
「
七
尾
ま
だ
ら
」
が
披
露

さ
れ
た
あ
と
、
井
上
作
雄
顧
問
に
よ
る
乾

杯
の
ご
発
声
、
初
音
家
康
博
師
匠
一
行
に

よ
る
河
内
音
頭
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
当
連
合
会
か
ら
は
澤
井
会

長
が
出
席
し
た
ほ
か
、
谷
内
律
夫
県
議
会

副
議
長
並
び
に
杉
本
栄
蔵
石
川
県
町
長
会

会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 北
大
阪
石
川
県
人
会

が
設
立 

 去
る
四
月
十
七
日
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
北
大
阪
石
川
県
人

会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
早
朝
よ
り
前
線
を
伴
っ
た
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
な
が
ら
日
本
海
を

北
東
に
進
ん
だ
影
響
で
福
井
県
内
に
非
常

に
強
い
風
が
吹
き
、
こ
の
た
め
北
陸
線
が

始
発
か
ら
運
休
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
で
こ

ら
れ
る
予
定
の
来
賓
の
方
が
こ
ら
れ
な
い

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

百
三
十
名
の
会
員
の
方
が
ご
出
席
さ
れ
、



辻口副会長の音頭で石川アイを三唱 

廣川会長 挨拶 

下伏美代子氏による大正琴の演奏 井上氏の音頭で乾杯 

西村会長 挨拶 

十三野球場 全員で記念撮影 
神戸元町映画館前で PR 

盛
会
の
内
に
総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

会
長
に
は
元
吹
田
市
議
会
議
長
の
元
田

昌
行
さ
ま
が
就
任
さ
れ
、
議
事
を
進
め
ら

れ
、
続
く
懇
親
会
で
は
初
音
家
康
博
師
匠

ご
一
行
に
よ
る
河
内
音
頭
が
披
露
さ
れ
、

最
後
に
辻
口
副
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
に

か
わ
る
石
川
Ｉ
（
い
し
か
わ
ア
イ
）
を
全

員
で
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

       

   

大
阪
白
山
会
が
総
会

を
開
催 

去
る
五
月
二
十
一
日
、
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度

の
大
阪
白
山
会

の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
白
山
市

か
ら
、
米
林
観

光
課
長
が
ご
出

席
さ
れ
白
山
市

の
現
況
を
お
話

し
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
澤
井
連
合
会
会
長
、
沖
津
関
西
松

任
会
会
長
、
加
藤
関
西
鶴
来
会
会
長
が
ご

出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

廣
川
会

長
か
ら
会

務
報
告
等

が
行
わ
れ

た
後
、
懇

親
会
で
は

下
伏
美
代

子
氏
に
よ

る
大
正
琴

「
暴
れ
ん

坊
将
軍
、

水
戸
黄
門
、

銭
形
平
次
の
主
題
歌
」
等
の
演
奏
が
あ
り

ま
し
た
。 

東
大
阪
石
川
県
人
会

が
総
会
を
開
催 

去
る
五
月
二
十
一
日
、
東
大
阪
市
「
石

切
セ
イ
リ
ュ
ウ
」
に
お
い
て
東
大
阪
石
川

県
人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

木
田
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
源
田

石
川
県
大

阪
事
務
所

長
、
中
江

伊
佐
男
八

尾
石
川
県

人
会
副
会

長
の
来
賓

挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。 

総
会
の

後
に
開
催

さ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
自
慢
の
の

ど
を
披
露
さ
れ
る
方
が
殺
到
し
、
時
間
を

延
長
し
て
の
大
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 能
登
互
助
会
が
総
会

を
開
催 

去
る
五
月
二
十
七
日
、
大
阪
市
都
島
区

に
あ
る
「
太
閤
園
」
に
お
い
て
能
登
互
助

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
石
川
県
観
光
戦
略
推
進
部
の

良
澤
次
長
か
ら
、
新
幹
線
開
業
後
、
二
年

目
と
な
る
が
、
観
光
客
の
入
り
込
み
客
数

は
開
業
前
に
比
べ
十
六
％
増
と
、
以
前
好

調
を
維
持
し
て
い
る
。
一
日
も
早
い
大
阪

ま
で
の
フ

ル
規
格
で

の
全
線
開

通
に
後
押

し
を
お
願

い
し
た
い

と
挨
拶
。

続
い
て
市

町
か
ら
は
、

羽
咋
市
辻

角
副
市
長
、

中
能
登
町

杉
本
町
長

の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
ア

ク
ア
シ
ン
さ
ん
の
変
面
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
食
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
の
出
店
案
内
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

富
山
県
人
会
「
き
と
き
と
倶

楽
部
」と
ソ
フ
ト
で
交
流 

去
る
三
月
十
九
日
、
十
三
野
球
場
に
お

い
て
、
近
畿
富
山
県
人
会
か
ら
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
、
心

配
さ
れ
た
雨
も

何
と
か
あ
が
り
、

全
員
で
グ
ラ
ン

ド
整
備
を
し
た

後
、
両
チ
ー
ム

で
記
念
品
を
交

換
し
試
合
を
行

い
ま
し
た
。 

試
合
は
打
撃

戦
と
な
り
十
四

対
十
で
辛
く
も

石
川
県
人
会
が
逃
げ
切
り
ま
し
た
。 

 

大
阪
事
務
所
お
し
ら
せ 

① 

神
戸
元
町
映
画
館
で

一
献
の
系
譜
上
映 

去

る

二

月
六
日
、
七

日
の
両
日
、

神
戸
元
町
映

画
館
に
お
い

て
、
能
登
杜

氏
を
テ
ー
マ

と
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
が
上



映
さ
れ
、
県
事
務
所
か
ら
、
能
登
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
の
と
ド
ン
」
と
と
も
に
応
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
当
日
は
映
画
上
映
の

後
、
石
井
か
ほ
り
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
も
開
催
さ
れ
、
満
員
の
お
客
様
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 

②
西
日
本
誘
客
推
進
室
を
設
置 

 

関
西
や
中
京
な
ど
か
ら
の
国
内
誘
客
を

推
進
す
る
た
め
、
本
年
度
四
月
一
日
よ
り
、

大
阪
事
務
所
内
に
西
日
本
誘
客
推
進
室
を

新
設
し
ま
し
た
。 

室
長
に
は
北
川
健
一
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。 

 ③
Ｔ
Ｉ
ｓ
大
阪
に
て
誘
客
イ
ベ
ン

ト
を
実
施 

六
月
十
一
、
十
二
日
、
大
阪
駅
構
内
Ｔ

ｉ
ｓ
大
阪
に
て
石
川
県
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
の
と
ド

ン
」
も
参
加
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。 
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平成 28 年度 

県人会・同窓会等開催状況 

4 月 2 日  門前高校同窓会 花見 

4 月 17 日 北大阪石川県人会設立総会 

5 月 15 日  七尾高校同窓会 

5 月 21 日 大阪白山会総会 

5 月 21 日 東大阪石川県人会総会 

5 月 27 日 大阪能登互助会総会 

6 月 4 日  一泉同窓会総会 

6 月 12 日  金商菫台同窓会総会 

6 月 18 日 関西石川県人会連合会総会 

6 月 18 日 京都石川県人会総会 

6 月 26 日  羽咋工業高校同窓会 

7 月 2 日  神戸あすなろ会同窓会 

7 月 2 日  関西松任会総会 

関西石川県人会連合会（設立：昭和 37 年 11 月 18 日）（団体会員 29 団体、1,298 名、個人会員 51 名) 

会長 澤井幸造（平成 25 年 6 月 15 日就任） 

   大阪能登互助会（設立：昭和 27 年 5 月 24 日）（11 団体、125 名） 

      会長 西村正勝  

    

       

   

 

 

 

加 賀 浴 友 会（設立：昭和 24 年 1 月 18 日）（8 団体、84 名） 

      会長 中松勝彦 

  

  

 

    

単 独 組 織 系（10 団体、1,089 名）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個 人 会 員 (51 名) 

 

       

 

①親友会(17) 

②能親会(18) 

③友愛会( 8) 

④浴進会(12) 

⑤御祖会(27) 

①大 阪 北 友 会(22) 

②加 賀 親 友 会(15) 

③小 松 銀 窓 会(16) 

④諏  訪  会(13) 

⑤柴 山 親 友 会( 3) 

⑥向  友  会( 8) 

⑦大 阪 日 末 会( 4) 

⑧加 賀 浴 親 会( 3) 

その他   

大阪ふるさと会( 4) 

春  友  会( 5) 

花  友  会( 4) 

協  和  会(10) 

一 青 能 親 会( 6) 

①関 西 鶴 来 会  ( 50)         

②大 阪 白 山 会  ( 40) 

③関 西 松 任 会  (120) 

④大 阪 穴 水 会  ( 77) 

⑤あすなろ会(神戸石川県人会)(86) 

⑥八尾石川県人会  ( 26) 

⑦東大阪石川県人会(348) 

⑧南大阪県人会   ( 42) 

⑨大阪市石川県人会  (170） 

⑩北大阪石川県人会(130) 

 

その他団体 

 関西ふるさと山中会(110) 

 大阪輪島会(110) 

 関西野々市会(12) 

 大阪理容石川県人会(25) 

関西羽咋会(60) 

 関西珠洲会(40) 

京都石川県人会（約 210 名） 

（設立：平成８年６月） 

⑥柳和会(10) 

⑦良川会(10) 

⑧黒氏会(9) 

⑨能登部睦会(9) 

⑩朋友会(0) 

⑪親盛会(5) 

 


